
Auberge里山の廃校を再構築
地方の価値を世界に発信

　

里
山
の
自
然
と
田
園
が
広
が
り
、日
本
の

原
風
景
を
思
わ
せ
る
小
松
市
の
観
音
下
。

の
ど
か
な
風
景
に
な
じ
む
旧
西
尾
小
学
校

校
舎
が「
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ 

オ
ー
フ
」の
舞
台

だ
。廃
校
と
な
っ
て
い
た
建
物
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
、２
０
２
２
年
に
独
創
的
な
ス
タ

イ
ル
の
宿
泊
付
き
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
っ
た
。

　

シ
ェ
フ
の
糸
井
章
太
さ
ん
は
、若
手
料
理

人
の
登
竜
門
と
い
わ
れ
る
日
本
最
大
級
の
料

理
コ
ン
テ
ス
ト「
Ｒ
Ｅ
Ｄ 

Ｕ
‐
35
」で
２
０
１

８
年
に
史
上
最
年
少
の
26
歳
で
グ
ラ
ン
プ
リ

を
受
賞
。フ
ラ
ン
ス
の
三
つ
星
レ
ス
ト
ラ
ン
、

芦
屋「
メ
ゾ
ン
・
ド
・
タ
カ
」、ア
メ
リ
カ
の
三

つ
星
レ
ス
ト
ラ
と
い
っ
た
数
々
の
名
店
で

豊
富
な
経
験
を
積
み
上
げ
て
き
た
。

　

そ
の
才
能
を
見
込
ま
れ
て
の
シ
ェ
フ
抜
擢

だ
っ
た
が
、縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
こ
の
地
に

赴
い
た
の
は
、「
こ
れ
か
ら
は
地
方
の
時
代
と

確
信
し
た
か
ら
」。自
身
も
京
都
府
山
崎
出
身

で
地
方
に
は
な
じ
み
が
あ
り
、食
の
力
を
通

し
て「
地
方
に
人
を
呼
び
込
む
」「
廃
校
を
再

生
す
る
」と
い
う
挑
戦
に
使
命
感
を
持
っ
て

取
り
組
ん
で
い
る
。

食
の
力
で
人
を
呼
び
込
む

気
鋭
の
若
き
シ
ェ
フ
の
挑
戦

オーフ

オーベルジュ特集

話題のオーベルジュで過ごす
特別な時間

巻頭特集 オーベルジュ特集

「オーベルジュ」とは、シェフがその土地の食材を使って腕を振るう宿泊施設を備えたレストラン

のこと。フランスで古くから親しまれるこのスタイルが日本に波及し、北陸にも話題のお店が

次 と々登場しています。いま美食家たちが注目する最旬のお店に足を運んでみませんか。

eaufeu

か
な
が
そ

「オーベルジュ オーフ」のジビエ料理の一品。福井の日本鹿を藁焼きに。
金時草やウド、野草のカキドオシなどの鮮やかな彩りと香りを添えて ※写真はイメージです
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オーフ
eaufeu

ディルやあさつきなどの野草を合わせ、ミントで香り付けしたオイル
でいただく「そら豆 ズッキーニ」（上右）。色とりどりの旬の野菜を2
種のソースで味わう「アスパラガス 大根」（下左）。食事を楽しむ
のは、かつて職員室だったレストラン（下右）や校長室だった個室
（上左）。目の前に広がる周囲の山 と々グラウンド跡に、ノスタル
ジックな思いを掻き立てられる

館内の随所を彩るアートは、現代芸
術家・小川貴一郎氏の作品。この地
に滞在し、湧き出るインスピレーション
で約130の作品を制作した。客室で
は、展示作品の制作時に小川氏が
聴いていた曲をQRコードから試聴で
きる。また全作品の購入も可能。写真
中右は、昨年、Forbes  JAPAN
「NEXT 100」にも選出された糸井さ
ん。最も注目される若手シェフの一人
として、これからどんな景色を見せてく
れるか期待が高まる 　

オ
ー
プ
ン
し
て
４
年
。毎
日
の
よ
う
に
近
隣

農
家
を
回
っ
て
野
菜
を
厳
選
し
、山
に
入
っ
て

野
草
や
野
花
な
ど
を
採
取
す
る
。次
第
に
こ
の

土
地
の
自
然
の
サ
イ
ク
ル
が
わ
か
る
よ
う
に
な

り
、「
無
理
の
な
い
料
理
」が
作
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
糸
井
シ
ェ
フ
。「
地
元
に
根
づ
く
野
草

や
山
菜
の
淡
く
繊
細
な
味
わ
い
と
香
り
に
気
づ

か
さ
れ
ま
し
た
」と
も
語
る
。得
意
と
す
る
の
は

野
菜
や
ジ
ビ
エ
の
料
理
。数
種
類
の
野
菜
や

ハ
ー
ブ
を
駆
使
し
、趣
向
を
凝
ら
し
た
ソ
ー
ス

で
味
わ
う
一
皿
に
季
節
が
香
り
立
つ
。ジ
ビ
エ

で
は
、福
井
の
鹿
、能
登
の
イ
ノ
シ
シ
、白
山
麓

の
仔
羊
な
ど
鮮
度
の
高
い
素
材
を
使
用
。さ
ら

に
多
彩
な
野
菜
を
あ
し
ら
い
、そ
の
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
な
表
現
が
食
通
を
う
な
ら
せ
る
。

　

校
舎
の
面
影
を
活
か
し
つ
つ
現
代
ア
ー
ト

が
彩
る
館
内
は
、モ
ダ
ン
と
郷
愁
が
交
錯
す

る
唯
一
無
二
の
空
間
。糸
井
シ
ェ
フ
の
料
理

目
当
て
に
訪
れ
た
県
外
や
海
外
の
ゲ
ス
ト
が

廃
校
跡
と
知
っ
て
驚
く
こ
と
も
少
な
く
な

い
。近
く
に
は
石
川
が
誇
る
名
杜
氏
の
酒
蔵

「
農
口
尚
彦
研
究
所
」も
あ
り
、こ
こ
で
し
か

味
わ
え
な
い
食
体
験
が
世
界
の
注
目
を
集
め

て
い
る
。

■0761-41-7080
■石川県小松市観音下町 口48
■ディナー18:30～22:00（LO.18:30）、
　 土日祝のみランチ12:00～15:00（LO12:00）
■火・水（祝日の場合は営業）
■食事はランチ、ディナーとも1万5000円・2万5000円、完全予約制
　 ※いずれもサービス料別
　 宿泊は1泊2食付き2名1室利用時1名4万7700円～
　 チェックイン15:00～、チェックアウト～11:00

住

時

休

料

土
地
の
豊
饒
な
恵
み
を

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
に
生
か
す

オーベルジュ特集

※写真はイメージです
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山の緑と川のせせらぎ、鳥の声
豊かな風土から紡ぎ出す美食

　

金
沢
駅
か
ら
車
で
約
１
時
間
。白
山
市
の
最

南
端
に
位
置
す
る
山
間
の
里
、白
峰
地
区
に
、

昨
年
12
月「
エ
ン
ヌ
白
峰
」が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

日
本
各
地
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ホ
テ
ル
で
料
理

長
を
務
め
、金
沢
の
街
な
か
で「
レ
ス
ト
ラ
ン

エ
ン
ヌ
」を
ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
一
つ
星
レ
ス
ト
ラ

ン
に
押
し
上
げ
た
西
山
昭
二
シ
ェ
フ
が
10
年

を
機
に
移
転
を
決
意
。幼
い
頃
か
ら
思
い
描
い

た
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
を
実
現
さ
せ
た
。

　

白
峰
へ
と
シ
ェ
フ
を
引
き
寄
せ
た
の
は
、山

か
ら
海
へ
と
続
く
手
取
川
扇
状
地
の
歴
史
と

文
化
。野
草
や
川
魚
、ジ
ビ
エ
と
い
っ
た
豊
か

な
食
材
、味
噌
や
醤
油
を
育
む
伝
統
の
発
酵
技

術
、地
域
信
仰
に
基
づ
く「
報
恩
講
料
理
」か
ら

次
々
と
料
理
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
湧

く
と
い
う
。ソ
ム
リ
エ
を
務
め
る
妻
の
麻
衣
子

さ
ん
は
狩
猟
免
許
も
持
ち
、今
後
は
自
ら
捕
獲

し
た
獲
物
も
料
理
に
取
り
入
れ
て
い
く
。周
辺

に
自
生
す
る
山
野
草
や
針
葉
樹
と
い
っ
た
森

の
ハ
ー
ブ
で
作
る
ド
リ
ン
ク
で
ペ
ア
リ
ン
グ

を
行
い
、ア
ン
テ
ナ
を
巡
ら
せ
な
が
ら
山
と
向

き
合
う
。窓
一
面
に
広
が
る
山
麓
の
風
景
を
愛

で
な
が
ら
、こ
の
土
地
の
風
土
か
ら
紡
が
れ
る

美
食
を
楽
し
み
た
い
。

■076-256-3689
■石川県白山市白峰ツ110-1
■ランチ12:30～、ディナー18:30～
■水曜（不定休あり）
■食事はランチ1万8000円、ディナー2万5000円、完全予約制
　 ※いずれもサービス料別
　 宿泊はコテージ半棟貸し1泊朝食付き5万円・1棟貸し1泊朝食付き8万円
　 ※いずれもディナー料金別途
　 チェックイン15:30～、チェックアウト～10:30

住

時
休

料

手
取
川
の
源
流
か
ら
発
信

土
地
に
息
づ
く
食
と
文
化

ENNU SHIRAMINE
エンヌ 白峰

オーベルジュ特集

白山麓の渓流で育つ岩魚（イ
ワナ）を使った一皿。イワナを
低温で燻製させたミキュイ、黄
金のイクラと呼ばれるイワナ
の卵、白峰のワサビを使った
ソース、センナのお浸しととも
に。「地元の生産者や作家と
の結びつきを大切にしたい」と
の想いから、一枚板のテーブ
ルや器、カトラリーに至るまで、
作リ手の元に足を運び、選り
すぐったものばかり。別棟の宿
泊コテージはゆったりとした2
階建てで、薬膳にもとづくハー
ブティーやコーヒーなどオリジ
ナルドリンクも充実

※写真はイメージです

本日のメインディッシュ（ヴィアンド）。白山麓の猟師さん
から届いたイノシシを薪火でローストしジビエのソースで。
近くの山で採った山菜（写真はカタクリ）を添える。ロース
トしたオニグルミなど白峰のエッセンスも
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Résonance

能登地震の被災から立ち直り、
”元気な能登”を食で表現

　

の
と
里
山
海
道
柳
田
イ
ン
タ
ー
か
ら
車
で
１

分
、田
園
が
広
が
る
一
角
に
２
０
２
６
年
１
月

に
再
ス
タ
ー
ト
し
た「
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ 
レ
ゾ
ナ

ン
ス
」。前
身
は
こ
の
地
で
人
気
を
博
し
た
フ
ラ

ン
ス
料
理
店「
ラ
・
ク
ロ
シ
ェ
ッ
ト
」。シ
ェ
フ
の

橋
田
祐
亮
さ
ん
は
フ
ラ
ン
ス
各
地
の
星
付
き
レ

ス
ト
ラ
ン
で
修
業
を
重
ね
、知
人
の
誘
い
で
２

０
１
５
年
、羽
咋
市
に
移
住
。２
０
１
７
年
に
開

業
し
た
同
店
で
ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
一
つ
星
を
獲
得

し
た
。約
7
年
間
営
ん
だ
店
は
２
０
２
４
年
１

月
の
能
登
地
震
で
被
災
し
、大
規
模
半
壊
と
判

明
。一
時
は
羽
咋
を
離
れ
よ
う
と
も
考
え
た
が
、

長
年
培
っ
た
こ
の
地
の
食
材
の
知
識
、生
産
者

と
の
絆
、何
よ
り
こ
の
田
園
の
眺
め
が
財
産
と

気
づ
き
、再
開
を
誓
っ
た
。

　
「
フ
ラ
ン
ス
料
理
は
本
来
、地
方
料
理
の
集
合

体
。伝
統
的
手
法
を
用
い
て
地
方
の
食
材
を
現

代
的
に
表
現
す
る
こ
と
で
独
創
性
が
発
揮
で
き

る
」と
橋
田
さ
ん
。羽
咋
で
育
っ
た
自
然
栽
培
の

野
菜
、七
尾
湾
の
魚
介
、能
登
牛
な
ど
を
巧
み
な

技
で
魅
せ
る
料
理
は
地
元
愛
の
結
晶
。「
少
し
ず

つ
元
気
に
な
っ
て
き
た
能
登
を
感
じ
て
欲
し

い
」と
い
う
心
意
気
で
元
気
な
能
登
を
発
信
し

て
い
く
。

■0767-23-4712　■石川県羽咋市柳田町ほ79-1
■ランチ12:00～、ディナー18:00～　■月曜夜、火・水曜
■食事はランチ、ディナーとも1万5000円・2万2000円、完全予約制
　 宿泊は1泊2食付き5万円（プレオープン期間価格・1日1組限定）
　 チェックイン15:30～、チェックアウト～10:00

住

時 休

料

食
材
、人
、風
景

離
れ
が
た
い
魅
力
に
気
づ
く

レゾナンス

オーベルジュ特集

被災後は炊き出しチームに加わり、多くの仲間や
支援を得たという橋田シェフ。佐賀県「カマチ陶
舗」からは100点余りの器が寄贈されたという。レ
ストランでは、能登「ののわし」の草木和紙アート
（下左）や地元工房・能登島の独歩炎の器も楽し
める。建物2階には寝室やバスルームなどを完備し
た客室を用意。レストラン同様、大きな窓から邑知
平野やなだらかな山並みが一望できる

※写真はイメージです

3031



L’évo

L’évo鶏のレバームースと
赤ビーツのメレンゲは富山
ガラス工房の器に。料理
は、高岡市のシマタニ昇竜
工房や富山の陶芸家・釋
永 岳氏、能登の木工芸
家・奥野健一氏など、工芸
品とのコラボも楽しい。山の
自然に抱かれ、どの窓から
も四季の山の装いが迫る。
風が木々を揺らす音や野
鳥たちの声がBGM。AIが
はびこる現代にはこんな時
間も必要だ

2026年5月、英国メディア、食
のアカデミー賞「アジアのレス
トラン100選」にレヴォが選ば
れた。日本からは全18店のみ

自然を味方に日々進化する谷口シェフ
魂の逸品を味わう

　
富
山
・
五
箇
山（
五
箇
谷
間
）と
呼
ば
れ

る
5
つ
の
谷
の
ひ
と
つ
、四
方
を
山
に
囲

ま
れ
た
奥
深
い
谷
あ
い
に
利
賀
村
は
あ

る
。周
囲
に
は
自
然
し
か
な
い
秘
境
、そ

の
土
地
の
魅
力
に
惹
か
れ
て
オ
ー
ベ
ル

ジ
ュ
を
開
い
た
谷
口
シ
ェ
フ
。日
本
国
内

や
フ
ラ
ン
ス
で
料
理
の
修
業
を
重
ね
、

2
0
1
0
年
に
富
山
へ
、2
0
2
0
年
に

こ
の
地
に
移
転
し
、2
0
2
1
年
に
は
ミ

シ
ュ
ラ
ン
二
つ
星
を
獲
得
し
た
。

　「
前
衛
的
地
方
料
理
」と
の
フ
レ
ー
ズ

を
前
面
に
掲
げ
、豊
か
な
大
地
で
育
つ
野

菜
や
山
菜
、野
山
を
駆
け
る
ジ
ビ
エ
、富

山
湾
の
魚
介
、山
羊
の
チ
ー
ズ
な
ど
、地

元
の
食
材
と
し
っ
か
り
向
き
合
っ
て
仕

上
げ
る
料
理
は
、生
き
生
き
と
し
た
ア
ー

ト
の
よ
う
に
輝
い
て
い
る
。自
ら
も
土
地

を
耕
し
土
に
こ
だ
わ
っ
た
野
菜
づ
く
り

に
勤
し
む
日
々
だ
と
か
。食
卓
に
は
地
元

作
家
の
器
や
カ
ト
ラ
リ
ー
、調
度
品
な
ど

工
芸
品
が
随
所
に
あ
し
ら
わ
れ
、窓
か
ら

見
え
る
木
々
や
山
の
景
色
と
も
一
体
化
。

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
心
も
舌
も
カ

ラ
ダ
も
満
た
さ
れ
て
い
く
よ
う
だ
。

■0763-68-2115
■富山県南砺市利賀村大勘場田島100
■12:00or12:30スタート、
　 ディナー18:00or19:00スタート
■水曜、第1・3火曜
■食事はランチ、ディナーとも3万1000円～、完全予約制
　 宿泊はディナー3万1000円～、コテージ4万4000円～（1棟）、
　 朝食3850円、完全予約制 ※いずれもサービス0
　 チェックイン15:00～、チェックアウト～11:00

住

時

休

料

自
然
か
ら
の
贈
り
物
を

一
皿
一
皿
の
上
で
蘇
ら
せ
る

レヴォ

オーベルジュ特集

※写真はイメージです
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